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年新しい眼で見る中国大陸観光

中国駐東京観光代表処

五
つ
の
テ
ー
マ
で
日
本
市
場
に
訴
求

癒
や
し

古
文
明

「五大テーマ」のツアー企画を募集

●
南
東
部

●
中
原
地
区

お問い合わせ　　☎（０３）３５９１－８６８６　ＦＡＸ（０３）３５９１－６８８６　c n t a .t o k y o @ g m a i l .c o m

中国駐東京観光代表処は、日本の旅行会社を対象に「癒やし」「三国志」「古文明」「西遊記」「大自然」の
五つのテーマを捉えたツアー企画を募集します。

応募いただいた企画を厳選し、「～中国厳選ツアーガイドブック」に掲載。
日本の消費者に広くアピールします。多くのご応募をお待ちしております。（応募締め切り年５月日）

三
国
志

●
南
西
部

西
遊
記

●
北
西
部

大
自
然

●
東
北
地
区

中
国
ツ
ア
ー
の
造
成
を

王
　
偉
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
首
席
代
表
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２
０
１
８
年
、中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、「
癒
や
し
」「
三
国
志
」「
古
文
明
」

「
西
遊
記
」
「
大
自
然
」
と
い
う
五
つ
の
テ
ー
マ
で
中
国
全
土
の
観
光
魅
力
を
日
本
に

向
け
て
訴
求
す
る
。
旅
行
会
社
に
各
テ
ー
マ
の
ツ
ア
ー
造
成
を
呼
び
掛
け
、
厳
選
さ
れ

た
ツ
ア
ー
を
同
処
作
製
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
す
る
な
ど
、
商
品
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
。
テ
ー
マ
ご
と
の
主
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
。

龍門石窟

　
中
国
の
中
原
地
区
と
呼
ば

れ
る
北
京
、
天
津
、
河
北
、

河
南
、
山
東
、
山
西
、
安
徽

の
七
つ
の
省
と
都
市
を
中
心

に
、
「
古
文
明
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
旅
を
提
案
す
る
。

　
中
原
と
は
黄
河
の
中
流
と

下
流
地
域
の
平
原
で
、
中
華

文
明
発
祥
の
地
と
い
わ
れ

る
。
中
国
の
古
代
文
明
遺
跡

や
文
物
が
最
も
集
中
す
る
場

所
で
、故
宮
、万
里
の
長
城
、

周
口
店
、
天
壇
、
承
徳
避
暑

山
荘
、
曲
阜
、
平
遥
古
城
、

頤
和
園
、大
足
石
刻
、宏
村
、

龍
門
石
窟
、
明
の
十
三
陵
、

雲
崗
石
窟
、殷
墟
、五
台
山
、

登
封
、
大
運
河
と
、

も
の

世
界
遺
産
が
あ
る
。

　
洛
陽
、
開
封
、
安
陽
、
大

同
な
ど
、
中
国
の
古
都
が
こ

こ
中
原
に
集
中
し
、
現
代
中

国
の
起
源
を
全
て
こ
こ
で
見

い
だ
せ
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　
古
都
を
巡
る
歴
史
の
旅
は

も
ち
ろ
ん
、
高
僧
菩
提
達
摩

（
ダ
ル
マ
）
が
創
設
し
た
と

い
う
少
林
武
術
発
祥
地
の
少

林
寺
や
、
曲
阜
な
ど
孔
子
ゆ

か
り
の
地
、
日
本
で
も
人
気

の
高
い
歴
史
小
説「
水
滸
伝
」

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
旅
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
が
考
え

ら
れ
る
。

　
古
典
演
劇
の
京
劇
を
鑑
賞

し
た
り
、
北
京
ジ
ャ
ー
ジ
ャ

ー
麺
、
北
京
ダ
ッ
ク
、
青
島

ビ
ー
ル
、
山
東
饅
頭
（
中
国

風
蒸
し
パ
ン
）
、
山
西
麺
と

い
っ
た
、
地
元
な
ら
で
は
の

食
を
味
わ
う
の
も
い
い
。

　
中
国
南
西
部
の
四
川
、
重

慶
、
雲
南
、
貴
州
、
広
西
チ

ワ
ン
族
、
湖
南
、
湖
北
な
ど

七
つ
の
省
と
都
市
、
自
治
区

を
中
心
に
、
「
三
国
志
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
旅
を
提
案
す

る
。

　
魏
、呉
、蜀
と
い
う
三
つ
の

国
が
覇
権
を
争
っ
た
三
国
時

代
の
物
語
「
三
国
志
」は
、日

本
で
も
高
い
人
気
を
誇
る
。

　
「
赤
壁
の
戦
い
」
で
知
ら

れ
る
赤
壁
古
戦
場
や
、
劉
備

と
諸
葛
亮
を
ま
つ
る
成
都
の

武
候
祠
、
「
三
顧
の
礼
」
の

舞
台
、
襄
陽
の
古
隆
中
―
。

劉
備
、関
羽
、張
飛
、趙
雲
、

曹
操
、
諸
葛
亮
、
司
馬
昭
な

ど
、
名
将
の
足
跡
を
た
ど
る

旅
を
楽
し
み
た
い
。

　
一
帯
は
チ
ワ
ン
族
、
ミ
ャ

オ
族
、
イ
族
、
ナ
シ
族
、
ペ

ー
族
と
い
っ
た
多
く
の
少
数

民
族
が
暮
ら
す
。
生
活
様
式

や
文
化
を
伝
え
る
催
し
が
楽

し
い
。

　
数
多
の
世
界
遺
産
も
見
逃

せ
な
い
。
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の

湖
面
が
美
し
い
九
寨
溝
と
黄

龍
は
と
も
に
１
９
９
２
年
、

世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
世
界
に
生
息
す
る
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
３
割
が

す
む
と
い
う
四
川
省
の
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
保
護
区
は

２
０
０
６
年
に
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
。

　
三
国
志
の
舞
台
を
探
検

し
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
、

麻
辣
火
鍋
を
食
し
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
で
心
と
体
を
癒
や
さ
れ

る
。
学
び
の
要
素
が
多
く
、

修
学
旅
行
に
も
適
し
て
い

る
。

赤壁古戦場

武夷山川下り

　
中
国
南
東
部
の
上
海
、
江

蘇
、
浙
江
、
福
建
、
広
東
、

海
南
な
ど
の
沿
岸
地
域
や
江

西
、
安
徽
な
ど
の
内
陸
部
、

八
つ
の
省
と
都
市
を
中
心

に
、
「
癒
や
し
」
の
旅
を
提

案
す
る
。

　
上
海
、
蘇
州
、
南
京
、
杭

州
、
厦
門
、
深
圳
、
三
亜
は

中
国
で
有
名
な
観
光
都
市

で
、
近
代
的
、
趣
の
あ
る
都

市
の
代
表
だ
。
「
住
む
」

「
学
ぶ
」「
休
む
」「
遊
ぶ
」

の
全
て
に
お
い
て
人
気
が
高

い
。

　
江
南
の
小
吃
（
軽
食
）
、

淮
陽
料
理
（
江
蘇
料
理
の
一

種
）
、
精
進
料
理
、
煮
込
み

ス
ー
プ
な
ど
の
手
の
込
ん
だ

料
理
と
、
高
級
ウ
ー
ロ
ン
茶

の
鉄
観
音
。
そ
し
て
西
湖
、

コ
ロ
ン
ス
島
、
武
夷
山
な
ど

の
世
界
遺
産
は
癒
や
し
の
要

素
が
あ
る
。

　
徽
派
建
築
（
中
国
の
伝
統

的
建
築
）
の
古
民
家
が
並
ぶ

安
徽
、
江
西
の
町
は
周
囲
の

自
然
と
と
も
に
清
々
し
い
雰

囲
気
。
修
学
旅
行
や
女
子
旅

に
最
適
で
、
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
太
湖
の
ほ
と
り
蘇
州
と
無

錫
、
西
湖
の
ほ
と
り
杭
州
で

は
、
趣
の
あ
る
水
辺
の
散
策

を
楽
し
み
た
い
。

　
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
技
術
に
触

れ
ら
れ
る
の
も
こ
の
地
域

だ
。
「
支
付
宝
（
Ａ
ｌ
ｉ
ｐ

ａ
ｙ
）
」
の
ア
リ
バ
バ
グ
ル

ー
プ
、
「
微
信
（
Ｗ
ｅ
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
）
」
の
テ
ン
セ
ン
ト
は

そ
れ
ぞ
れ
杭
州
、
深
圳
に
本

社
を
置
き
、
世
界
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
成

長
し
て
い
る
。

ハルピン氷雪祭り

兵馬俑坑　
昨
年
、
日
本
か
ら
の
訪
中
観
光
客

数
は
２
６
８
万
人
と
、
前
年
比
３
・

６
％
増
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
な
い
数
字
に
も
見
え
ま
す
が
、

両
国
の
さ
ら
な
る
交
流
促
進
へ
間
違

い
な
く
良
い
兆
候
だ
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

　
今
年
は
今
ま
で
の
「
自
分
の
目
で

見
る
中
国
」
か
ら
、
「
新
し
い
眼
で

見
る
中
国
」
に
テ
ー
マ
を
切
り
替
え

ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
な
観
光
地
を

大
ざ
っ
ぱ
に
見
て
回
る
旅
か
ら
の
脱

却
。
そ
し
て
新
た
な
視
点
で
中
国
の

魅
力
を
発
見
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
「
三
歩
五
眼
」
の
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。
三
歩
と
は
「
図

を
描
く
」
「
内
容
を
探
す
」
「
出
発

す
る
」
。
す
な
わ
ち
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
旅
行
商
品
を

募
集
し
、
商
品
を
完
成
さ
せ
て
市
場

に
発
信
す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
五
眼
と
は
五
つ
の
着
眼
点
を

い
い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
癒
や
し
」

「
三
国
志
」「
古
文
明
」「
西
遊
記
」

「
大
自
然
」
と
い
う
五
つ
の
テ
ー
マ

を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
代
の

日
本
の
人
々
の
志
向
に
合
わ
せ
た
も

の
で
あ
り
、
各
テ
ー
マ
で
中
国
全
域

の
魅
力
を
訴
求
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
中
国
各
省
の
観
光
局
、

日
本
の
観
光
関
係
機
関
と
協
力
し

て
、
日
本
の
第
一
線
の
旅
行
会
社
に

向
け
て
五
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ツ

ア
ー
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

～


本
の
企
画
を
選
定
し
、
そ
の
内
容
を

近
く
作
製
す
る
日
本
語
版
「
２
０
１

８
～
２
０
１
９
中
国
厳
選
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
し
ま
す
。
ガ

イ
ド
は
９
月
に
東
京
で
開
か
れ
る

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ

ン
」
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
情
報
発
信
す
る
な
ど
日
本
の

消
費
者
に
向
け
て
広
く
ア
ピ
ー
ル
し

ま
す
。
ガ
イ
ド
を
参
考
に
、
他
の
旅

行
会
社
が
新
た
な
中
国
ツ
ア
ー
を
造

成
す
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
奮
っ
て
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
中
国
北
西
部
の
陝
西
、
甘

粛
、
寧
夏
回
族
、
青
海
、
チ

ベ
ッ
ト
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
な

ど
六
つ
の
省
と
自
治
区
を
主

に
、
「
西
遊
記
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
旅
を
提
案
す
る
。

　
か
つ
て
の
都
、
長
安
（
西

安
）
と
西
域
を
つ
な
ぐ
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
は
、
物
流
の
大
動

脈
と
し
て
東
西
の
幾
多
の
人

々
が
往
来
し
た
。
２
０
１
４

年
は
そ
の
一
部
が
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
・
長
安
―
天
山
回
廊

の
交
易
路
網
」
と
し
て
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
。
現
在
は
国
の
「
一
帯
一

路
」
構
想
で
も
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　
西
遊
記
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

を
舞
台
に
、
唐
の
高
僧
玄
奘

三
蔵
（
三
蔵
法
師
）
が
遠
く

天
竺
（
イ
ン
ド
）
へ
経
典
を

求
め
て
旅
を
す
る
物
語
。
中

国
四
大
奇
書
の
一
つ
と
さ

れ
、
日
本
で
も
古
く
か
ら
映

像
化
さ
れ
る
な
ど
人
気
だ
。

延
々
と
続
く
砂
漠
、
道
中
に

登
場
す
る
神
仏
や
妖
怪
、
魔

物
―
。
幼
少
期
に
本
や
映
像

を
見
て
胸
を
躍
ら
せ
た
人
も

多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
現
代
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で

は
、
西
安
の
兵
馬
俑
坑
と
秦

の
始
皇
帝
陵
、
万
里
の
長
城

西
端
の
嘉
峪
関
、
敦
煌
の
莫

高
窟
と
鳴
砂
山
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
史
跡
を
巡
る
旅
が
楽

し
め
る
。
高
速
道
や
高
速
鉄

道
が
整
備
さ
れ
、
楽
に
移
動

で
き
る
の
は
、
か
つ
て
の
時

代
か
ら
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　
中
国
の
東
北
地
区
、
内
モ

ン
ゴ
ル
、
黒
龍
江
、
吉
林
、

遼
寧
の
四
つ
の
省
と
自
治
区

を
中
心
に
、
「
大
自
然
」
の

旅
を
提
案
す
る
。

　
川
、
草
原
、
雪
原
、
森
林

と
、
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残

る
こ
の
地
の
滞
在
は
、
日
頃

の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ

れ
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で

は
、
草
原
の
覇
者
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン（
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
）

の
陵
墓
な
ど
、
そ
の
史
跡
を

巡
る
旅
を
提
案
し
た
い
。
陳

舜
臣
の
著
書
「
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
の
一
族
」
を
手
に
、

ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
る
の
も

い
い
。

　
黒
龍
江
省
で
は
五
大
連
池

の
山
登
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

遼
寧
省
で
は
大
連
の
市
の

花
、
槐
（
エ
ン
ジ
ュ
）
を
鑑

賞
す
る
エ
ン
ジ
ュ
祭
り
が
毎

年
５
月
下
旬
に
開
か
れ
る
。

吉
林
省
で
は
集
安
の
「
高
句

麗
前
期
の
都
城
と
古
墳
」
が

２
０
０
４
年
、
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
黒
龍
江
省
の
ハ
ル
ピ
ン
で

毎
年
１
～
２
月
に
開
か
れ
る

ハ
ル
ピ
ン
氷
雪
祭
り
は
、
厳

冬
の
こ
の
地
を
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り
定
着

し
て
い
る
。
色
と
り
ど
り
の

電
飾
に
彩
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
形
状
の
氷
雪
像
を
鑑
賞
す

る
。
暖
か
い
部
屋
の
中
で
名

物
の
ハ
ル
ピ
ン
ビ
ー
ル
を
飲

ん
だ
り
、
羊
肉
、
水
餃
子
な

ど
東
北
料
理
を
大
口
を
開
け

て
食
べ
る
の
も
楽
し
い
。

中国大陸行政区別対照図

中国大陸観光テーマ案内図


